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1 はじめに 

グローバル SCM 戦略を展開する主要インフ

ラはグローバルハブネットワークの最適化問

題であるが、グローバル経済圏を前提としたグ

ローバル最適立地問題に関する研究論文は、国

内はもとより海外に於いても極めて少ない。そ

の反面、グローバル SCM ネットワーク理論の

前提となる最適グローバルハブネットワーク

に関する研究は非常に重要となっている。本研

究は、現時点では三極化経済圏に於ける最適ハ

ブ立地、北米圏最適ハブ立地、オーストラリア

及びニュージランドを含む拡大東アジア最適

ハブ立地、更に、南アジア八ヶ国を含む拡大最

適ハブ立地、EU28 ヶ国最適ハブ立地、日本、

中国、タイ、米国、カナダの国内最適ハブ立地

に就いてのシミュレーションが終了した段階

である。 

 本研究では、重力モデルの数値計算の前提条

件である人口割付、距離テーブル、人口・距離

テーブル等シミュレーションの諸条件を明か

にしている。なお、シミュレーションは最適立

地を一ヶ所から五ヶ所の範囲で実行している。

最適ハブネットワーク構築の対象は、グローバ

ルハブネットワーク、特に、三極経済圏ハブネ

ットワークの構築であるが今回はその一部で

ある東アジアハブネットワーク問題に絞って

いる。ここで、東アジアとは地理学上の東アジ

ア諸国にオーストラリアとニュージランドを

加えた諸国である。東アジアでは最大五ヶ所の

最適ハブ立地とそのローカルハブである立地

を示している。 

 

本研究の結果により、東アジアの最適ハブ立

地は、一ヶ所は上海、二ヶ所は上海・ジャカル

タ、三ヶ所は青島・深セン・ジャカルタ、四ヶ

所は北京・上海・深セン・ジャカルタ、五ヶ所

は北京・上海・深セン・東京・ジャカルタであ

ることが判明した。最適ハブ立地の選定理論に

就いては後述の様に人口・距離方式、生産額ま

たは所得距離方式などを前提にハブ立地適正

地の事前指定等に依る方法が考えられるが、本

研究では人口・距離を主体に推定結果から最適

立地を評価する方法を採用した。 

従って、最適立地に準ずる立地を包含して最

適ハブ立地を提案する事になる。更に、最適立

地数の多寡では最適立地は決定できない為立

地数に依って優劣の判断は出来ない事を予め

断っておく。 

 

2 研究プロセスの概要 

研究のプロセスでは、最適立地シミュレーシ

ョンの基本数値を Σpd (人口と距離の総和) が

最小となる事を前提としている為、人口データ

の収集を第一に行い、次いで国家の首都或は州

都又は県都を代表地点として選定した。人口以

外にも GDP, NIP 或は都市又は州の総生産額或

は総所得なども考えられるが、将来、所得水準

が平準化すれば総生産は又は総消費は人口に

比例する為敢えて人口をパラメータとした。次

いで、都市等に人口を割り付けると共に都市間

を直線近似してその距離を推定する。この様に

して作成した人口・距離マトリックスを基本数

値として重力モデルに基づき最適立地をシミ
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ュレートする。最適立地は更にハブ類型を規定

する為に評価され、最適立地ベース型グローバ

ルハブが検証され、提案される。 

研究プロセスは、初めに人口・首都又は州都

を選定し、直線近似方式にて人口距離マトリッ

クスを作成し、重力モデルに依って最適立地を

選定する。次いで、経済圏ハブ類型の検証を経

て経済圏別にハブネットワークを構築し、提案

する (図 1)。 

 

 

 

3 東アジアに於ける最適ハブネットワーク 

の構築 

(1) 人口割付の論理 

原則として、各国の全人口を都市に割付配

分するが、中国は港湾取扱量が多い北京、上

海、青島、深セン、香港の五都市に各都市の

人口の比率に応じて中国の全人口を割付け

る。割り付けは至近距離割付方式を採用して

いる。例えば、北京・青島間は六百㎞前後で

ある為、両都市により近い都市を両都市に割

り付けた。 

 この様にして、中国全土を北京、上海、青島、

深セン及び香港に割り付けた数字が表 1 に表

示される。中国から五都市を選択した理由は、

メガハブの基本条件である港湾貨物取扱量が

世界で上位を占めている都市だからである。 

 

 

(2) 東アジア首都間距離表と人口・距離表の作

成 

 距離表はヒュベニの公式を用い、GRS80 地

球楕円体として計算・作成した。基本的には地

図上の都市間の距離を直線近似して算出した

ものである。表 2 には、東アジア首都間の距離

を計算した結果（一部）を表す。 

 

 

  

表 2 東アジア首都間距離表 (一部) 

表 1 東アジアの各国人口の都市への割付 

図 1 研究プロセスの概要 
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 また、その国または首都の人口を都市間距離

と掛け合わせることで、東アジア都市間人口・

距離の数値（一部）が表 3 に表示される。単位

は人・キロ(pk)である。 

つまり、選定した二十一都市間の人口と距離

をベースに作表し、これに基づいて重力モデル

に依ってシミュレーションし、最適立地を算出

した。 

 

 

 

(3) アジア最適立地シミュレーションの結果

総括 

 最適ハブ立地のシミュレーション結果を要

約して示したのが表 4 及び図 2 である。東アジ

アの最適ハブ立地は、一ヶ所は上海、二ヶ所は

上海・ジャカルタ、三ヶ所は青島・深セン・ジ

ャカルタ、四ヶ所は北京・上海・深セン・ジャ

カルタ、五ヶ所は北京・上海・深セン・東京・

ジャカルタであることが判明した。 

 

 

 

 

 

 

4 おわりに 

 本研究を通じて、東アジアの最適ハブ立地 

を検討し、シミュレーションを行ったことが

できた。図 2 のように、東アジアの最適立地

五ヶ所は北京・上海・深セン・東京・ジャカ

ルタであることが判明できた。 

または東アジアのメガハブ、セントラルハ

ブ、エリアハブ、国内ハブに就いては階層構

造ハブネットワークの視点から最適立地の特

性を勘案して逐一検討並びに評価する必要が

あるが本研究ではこれにて割愛する。 

 

 

表 4  東アジア最適立地シミュレーション
の総括結果 

表 3 人口・距離表の作成人口・距離 (一部) 

図 2 東アジア最適立地 5 ヶ所の地図 
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